
 

お知らせ・ご案内 
TOPICSオールジャパンで車いす500台を贈呈

希望の車いすは、海外で車いすを必要としている方を支援するNPO法人です。皆様のご支援を得て、練馬を中心に水戸、立川、川崎等で活動しています。

GIVING WHEELCHAIRS. GIVING HOPE. 
世界に送ろう愛と希望の車いす
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ホームページをご覧ください！ 

日頃より希望の車いすのサイトを
ご利用いただきありがとうござい
ます。ホームページとfacebookで
活動報告を随時アップしています
のでご覧ください。 

江古田クリーニングデイ 
毎週火曜日第２土曜日第4土曜日の
午前10時～午後4時に行います。コ
ロナ対策で人数制限しています。参
加希望の方は1週間前までにご連絡
ください。 
場所　聖書キリト教会５階 
　　　練馬区豊玉北1-12-3 
Mail　info@k-kurumaisu.org 

武蔵野クリーニングデイ 
毎月第二金曜日午後1:30~4:00に
武蔵野市役所の向かいのエコリ
ゾートで車いすを磨いています。 
見学や車いすの寄贈歓迎します。
参加ご希望の方は事務局にご連絡
ください。 

水戸・西多摩クリーニングデイ 
不定期で開催予定です。 
車いすの寄贈は事務局へご連絡
下さい。 

寄付金のお願い 
一台でも多くの車いすを届けるた
めに、皆様からのご支援をよろし
くお願いいたします。 

ボランティア募集中 
海外から多数の要望が来ていま
す。一緒に車いすを整備・磨く仲
間を募集中です。 
車いすの回収を行う輸送ボラン
ティアも募集中です。

facebookホームページ

　昨秋、ポーランドに避難したウクライナ人女性たち
が立ち上げた人道支援組織FFU（Future for Ukraine 
Foundation）から、車いすが欲しいとのSOS要請がロ
ンドン在のジャーナリスト木村ご夫妻にありました。
木村さんはFFUと共にウクライナを訪れ、戦禍で苦し
んでいる人を支援したいという強い思いから私たちに
声をかけてこられました。海運会社から500台分の船
賃を支援いただける話があり、日本の車いす寄贈団体
が協力してウクライナに500台送るオールジャパンの
プロジェクトが生まれました。 
　3年続くコロナ禍で、各団体は単独で寄贈すること
が困難になり、協力して送るケースが増えました。昨
年はモンゴル国交50周年を記念して、４団体合同で
146台の車いすを送りました。この基盤が出来ていた
ので、今回の要請に迅速に対応できました。 

　第一便として昨年末に145台が「さくら車いすプロジェクト」から日本郵船㈱のご支
援で神戸から出港し２月中旬にポーランドに到着しました。陸路ウクライナ各地の病
院に届け、医師が患者を診て車いすを渡す計画です。 

　第二便として「希望の車いす」110台、「飛んでけ！車いすの会」30台、「海外に子
ども用車いすを送る会」10台の合計150台が2月6日東京から出港し、3月中旬にポーラ
ンド着予定です。㈱商船三井と㈱三協が輸送費をご支援くださいました。大人用から子
ども用、リクライニングなど様々な日本の車いすがウクライナの人々に届きます！ 
残り205台を送る第三便の検討も始めました。車いすの提供やご寄付など、皆様のご支
援を頂ければ幸いです。 

FFUのジェネラルマネージャー 
オレナさんからのメッセージ 
『ウクライナの人々に車いすを』という医療プ
ログラムに参加してくださる日本のパートナー
の方々に心から感謝申し上げます。私たちはこ
のプログラムを、戦争で被害を受け、日常生活
で使用する車いすを必要とするウクライナの
人々を支援するために始めました。私たちは、
車いすの素晴らしさを知っています。車いすは
人々の日常生活を助けてくれます。

ロシアの侵攻で苦しむウクライナの人々へ
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江古田ボランティア大募集

国別                                              台数
タイ              1128 中国                 13
フィリピン       683 インドネシア       3
カンボジア       308 ナイジェリア       1
ベトナム          198 ジンバブエ          1
モンゴル          186 韓国                   1
ミャンマー       289 ブータン             5
ウズベキスタン   27 ガーナ              20
マレーシア        14 ウクライナ       110

計 2987

車いす贈呈数および会計報告
皆さんのご支援・ご協力に感謝します

これまでの累計贈呈台数 
(2023.1.31)

今年度贈呈台数 
(2023.1.31)

国別                       台数
モンゴル　　　　　　 30
タイ                         50
ミャンマー                  2
ウクライナ              110
計　                       192

会計報告 
(2022.4.1～2023.1.31)

経常収益 円
会費 203,000
寄付金 1,175,000
雑収入 12

計 1,378,012

経常費用 円
事業費　人件費 1,100,000
事業費　その他経費 1,279,964

事業費　計 2,379,964
管理費　人件費 57,707
管理費　その他経費 234,824

管理費　計 292,531
経常費用　計 2,672,495

経常収支 円
当期経常増減額 -1,294,483
前期繰越額 17,103,383
次月繰越額 15,808,900

フィリピンレポート

　コロナの影響で、経常収支は赤字が続き
ますが、過去の大口献金のおかげで、活動
はしっかり続いています。1200万円は特
別会計として、今後の技術研修、海外支援
の費用に 充てる予定です。

車いすが、脳性まひのレンツさんに贈られました。 
歩くことができず,食事や身の回りのことを行うために介助が必要で
す。経済的な理由で彼を医者に診せることができず、治療を受ける
ことができませんでした。特別支援学校に通っていましたが、無料
送迎サービスが打ち切られ、通学もできなくなりました。日中は祖
父に預けられることがほとんどで、一日中、木の椅子に座り、そこ
で食事をしていました。母親は車いすがレンツの世話の負担を軽減
してくれたと喜んでいます。祖父はもう彼を抱いて家の中を歩き回
る必要はありません。 

毎週火曜日、そして第二・第四土曜日、江古田にある
聖書キリスト教会の五階で、寄贈して下さった車いす
のクリーニング作業をしています。ここでは、車いすを
洗う人、磨く人、修理する人、縫物をする人、機能を
確認する人、外観を確認する人、色々なことをしてい
ます。皆さん楽しく熱心に作業しています。興味ある
方、是非見にいらしてください。いつでも大歓迎で
す！私たちに何でも聞いてください！東南アジアでウ
クライナで、たくさんの方々が車いすを待っておられ
ます。ご一緒にピカピカの“希望“の車いすを贈りませ
んか？お待ちしています。

昨年7月にルソン島の山間部でM7.0の地震が発生し、5,200棟以上の家屋が損
壊し、142名の死傷者がでました。今回、車いすが被災者に届きました。 
52歳のレオノアさんは脳卒中を発症し、歩行が困難です。 
地震が起きたとき、家財道具が全部落ちてきて、恐怖の中二人で家を出まし
た。自宅は大きな被害を受け、現在、娘さんとともに自宅前の仮設小屋で暮
らしています。彼女は涙を流しながら、感謝の気持ちを表していました。

レオノアさん

レンツさん

mailto:info@k-kurumaisu.org
http://www.k-kurumaisu.org

